
令和６年度(2024 年度)「スクール読書チャレンジ運動」実践報告書 

 

学校名 神埼市立千代田西部小学校 
                       児童数 217 人 

 

Ⅰ.取組前の宣言内容 

宣 

言 

目 標 たくさんの本と出会い、お気に入りの本を見つける西部っ子！ 

取組期間 令和６(2024)年 ４月 10 日 ～ 令和６(2024)年 11 月 30 日 

※令和６年(2024 年)4 月 1 日以降、各学校が取組を始めた日から、令和６年(2024 年)11 月 30 日までの取組とする。 

 

Ⅱ.取組後の評価 

評 

価 

取組人数 463 
人 

実施日数 235 
日 

読書冊数 46,459 
冊 

連携した

団体数 
1 

団体 

取組内容 

（概要） 

本年度は、児童と本とをつなげる方法として、「楽しい読書体験」を意識した取組を行

った。 

※「読む力」「書く力」を養う為に行われていた取組は継続して実施。 

《継続して行った取組》 

・読書の記録 

…「読む力」だけでなく「書く力」を養う為におすすめ 30 選を読み終え、その中から

選んだ本（3 冊）の感想を書く。（感想は児童の読解力、書く力に応じる） 

・「せんだん賞」 

…学年のおすすめ 30 選を含む 100 冊読破者へ「せんだん賞」を授与。 

・「読書がんばり表」 

…自分が設定した目標冊数と貸出冊数が分かるようにした「読書がんばり表」を 

 図書室に掲示し、シールの位置で貸出数を確認できるようにした。 

・読書ボランティア団体・先生・図書委員による読み聞かせ 

・図書委員・先生のおすすめの本の展示 

《今年度新しく行った取組》 

・「赤白対抗 読書 de 玉入れ」 

…体育大会の関連イベントとして赤組と白組に分かれ貸出冊数を競う読書玉入れを 

実施。（１０日間）※借りた冊数分のシールを貼っていき集計。 

・「親子読書 de 回覧板…クラスでグループを作り、グループごとに 1 冊の絵本を 

 回覧する「読書回覧板」を実施した。 

・図書館まつりでは、図書委員による大型絵本の読み聞かせやパネルシアターの 

上映会を行った。 

《その他》 

・授業単元に合わせた展示や、校内行事に合わせたコーナー展示（体育大会、修学旅

行、重機体験など） 

・神埼市に関するテレビ放送（アンドレ・ジャピー氏の特集）に合わせて、号外を発行

し、本校の「4 年生のおすすめ３０選」の本でもある『飛べ！赤い翼』の 

紹介を行なった。 



工夫したこと 

●「読む力」「書く力」を養うための活動を継続していくと共に、児童と本とをつなぐ

方法として新しいアプローチを試みた。取組を通して、本を読むことの楽しさや本を

読んで学ぶことの面白さを感じられるよう工夫した。 

[児童の読書体験や学校行事に合わせたコーナー展示] 

・読書ボランティアや先生による読み聞かせ、図書委員による読み聞かせやパネルシア

ターなどで読んだ本は、おはなし会のタイミングに合わせて図書だよりや 

図書室での展示で紹介した。 

・授業単元に合わせた展示や、体育大会、修学旅行、重機体験など校内行事に合わせた

コーナー展示を行った。また、展示する本は、児童にも声をかけ一緒にテーマに合っ

た本を集めるようにした。（図書委員だけではなく、展示コーナーに興味を示した児

童にも声をかけ、一緒にコーナーづくりを行った） 

[読書 de 玉入れ] 

・図書主任と体育主任とで連携し、体育大会の関連行事として行った。玉入れの結果

を、体育大会のポイントに反映することで、参加意欲が高まり、6 年生を中心にたい

へん盛り上がりをみせたイベントとなった。 

「親子読書回覧板」 

・回覧する絵本は、1 学期に行った親子読書で家庭からおすすめされたものを中心に選

んだ。また、取組についてのアンケートは、負担にならないよう☆の数で評価をして

もらうようにし、任意で感想コメントを書いてもらうようにした。 

取り組んだ 

感想 

・図書委員よる大型絵本の読み聞かせやパネルシアターは、初めてみる児童も多く楽し

んでもらえることができた。 

・読み聞かせやパネルシアターで読んだ本が図書室にもあることを、おはなし会後に知

らせたり、展示コーナーを作ったりしたことで、おはなし会の後の貸出が増えた。 

・「先生のおすすめの本」は児童に大変人気があり、読書への関心が高まった。 

また、様々な分類の本に触れる機会となり読書の幅が広がった。 

・コーナー展示をする際に、児童と一緒に選書をすることで書架や本の内容への関心が

高まり読んでみようという意欲にもつながった。また、複数人で本を集めたことで最

近借りられていなかった図書がコーナーに並び、貸し出しに繋がった。 

・自分で作ったコーナーの本が借りられると、嬉しそうにする姿や、「こうした方が借

りてくれそう」と言って本の並べ方を工夫する（面出しなど）児童の姿などがあっ

た。 

・体育大会などの行事と合わせて行うイベントは、学校全体で読書をしようという雰囲

気になり、とても良かった。6 年生が中心となって盛り上げてくれた。 

・読書回覧板は、絵本を選んだことで読書の時間を作る負担が少なく、また高学年の児

童からは久しぶりに親子で絵本を読み懐かしくなったなどの感想があり、好評だっ

た。 

・友達と同じ本を読むということや、順番が回ってくることへの楽しみがあってよかっ

た、今後も続けてほしいなどの感想も多くあった。 

今後の取組 
予定  

（ 令 和 ６ 年 (2024 年 )１

２月 ～令 和７ 年(2025 年)

３月 ）  

・「せんだん賞」は 4 割の児童が達成しているが（11 月現在）、まだ達成できていない

児童もいるので、個々の頑張りを認めながら声掛けを行ない、達成率があがるよう働

きかけていく。 

・授業単元や行事に合わせたコーナー展示は、今後も児童が本選びに参加できるよう働

きかけていく。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書室入口に掲示されている「読書がんばり表」 

・目標冊数：ピンク色 

・１００冊：黄色    （2024 年 11 月 30 日現在） 

校長室前に掲示されている「読書の木」 

せんだん賞表彰式 

・１００冊以上本を借りた児童の名前の 

花が咲きます。（2024 年 11 月 30 日現在） 

号外・コーナー展示による図書の紹介 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育大会関連イベント『どくしょ de 玉入れ』 

親子読書 de 回覧板 

本の破損を防ぐため、緩衝材で図書バックを作りました。 

また、紛失防止の為、本の表紙のコピーを貼り付けました。 

〈読書回覧板の感想〉 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型絵本の読み聞かせ 

パネルシアター上映会 


